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災害に便乗した詐欺や悪質商法にご注意！ 旅行予約サイト利用時のトラブル

　地震や台風などの災害に便乗した詐欺や
悪質商法のトラブルが発生しています。

【事例１】
　市役所を名乗り、豪雨災害の義援金1口10
万円を集めていると電話があった。市役所に
確認すると伝えたら、電話を切られた。

【事例２】
　台風後に、屋根の無料点検をしてあげると
いう業者が訪問した。点検後に、このまま放
置すると雨漏りすると言われ、慌てて屋根工
事の契約をしてしまった。高額なのでクーリ
ング・オフしたい。

【アドバイス】
◆公的機関が、電話や戸別訪問で義援金や
寄付金を募ることはありません。不審な話
には耳を貸さずに、電話を切りましょう。
◆自然災害による被害で住宅の修理等が必
要な場合でも、慌てずに複数の事業者から
見積もりを取り慎重に契約しましょう。

◆火災保険の保険金請求を代行してあげる
と勧誘する、住宅修理のトラブルが多く発
生していますので注意しましょう。

◆【事例２】のような訪問販売で契約した場
合、契約書面を受け取ってから8日間はク
ーリング・オフができます。クーリング・オフ
の方法など不明な点がある場合は、消費生
活センターに相談しましょう。

【事例】
3カ月前にあるサイトで海外往復航空券を

申し込んでクレジットカードで決済した。出発
日当日、台風の影響でフライトがキャンセルに
なり、空港で航空会社からキャンセルの証明
書をもらった。この証明書を旅行会社に提出
すれば返金になるとのことだった。サイトを見
たが電話番号の記載はなく、海外事業者が運
営するサイトだとわかった。どうしたらよいか。

【注意点】
日本で旅行業登録のない海外の事業者が
日本語のサイトで営業をしているケースが増
えています。このようなサイトで予約した場合
に、日本語での問い合わせができない、メール
以外の連絡手段がない、メールをしたが返信
がないなどのトラブル事例が寄せられていま
す。事例の場合、海外のサイト運営事業者と
連絡がとれない場合は、航空会社やカード会
社に対応を求めることになります。
ネットで旅行の申し込みをする場合には、
サイト運営事業者の所在国、連絡手段（電話、
メール）、日本語の対応窓口があるか、キャン
セル規定などを必ず確認してください。また
後日のトラブルに備えて、申込時の予約内容
画面を印刷し、予約の確認メールを保存して
おきましょう。

自然災害後には、災害に便乗した詐欺や悪質商法が

多く発生するから、気を付けるんだワン！
旅行の申し込みをネットでするときには、十分注意が必要だワン！
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